
日本の伝統的な衣装と言われる「きもの」がどのように成り立

っているか知っていますか? 「きもの」に表されている色や形は

どこからやって来たのでしょうか? どんな技術によって作られ

ているのでしょうか? 「きもの」を構成するさまざまな要素は、

実は理科や国語、社会、美術といった皆さんが学校の各教科で

学ぶこと、そして皆さんの日常生活とも密接に結びついていま

す。「きもの科学部」では、それぞれの分野の専門家や職人と

一緒に「きもの」を科学的に探求します。

日本の伝統的な衣装と言われる「きもの」がどのように成り立

きもの
科学部

色ってなんで見えるの?
講師 : 小林淳哉

(函館工業高等専門学校教授・工学博士)

第 1 回

10月22日(土)
午前10時~12時

第 2 回

11月5日(土)
午前10時~12時

職人技ってどんな技？
講師 : 蒲池正太
(手描き京友禅職人)

着物に描かれているものは? ①
講師 : 木島温夫

(滋賀大学名誉教授・農学博士)

第 3 回

11月20日(日)
午前10時~12時

着物に描かれているものは? ②
講師 : 横山恵理

(大阪工業大学准教授・文学博士)

第 4 回

12月4日(日)
午前10時~12時

第 5 回

12月17日(土)
午前10時~12時

デザイナーってなにをつくる人?
講師 : 今井淳裕

(株式会社千總製作部・デザイナー)



【お問い合わせ先】
一般社団法人 千總文化研究所   ( 株式会社千總内 )
TEL  :   075 - 211 - 2531   ( 平日10:00~17:00 )
E-MAIL  :  info@icac.or.jp

【会場】

千總本社ビル　京都市中京区三条通烏丸西入御倉町80
○ 駐車場・駐輪場はありません。公共交通費機関をご利用ください。

【各回共通事項】

参加費      ：　無料　( 会場までの交通費は各自ご負担ください )
定員 　     :　20名　( 先着順 )
参加対象   :　京都市立中学校 ・ 義務教育学校 ( 後期課程 ) に通学する 1年生 （7年生） ～  3年生 （9年生）
会場　      :    千總本社ビル5階ホール
内容　      :　専門家や職人からの講義・実演のほか、観察や創作などのワークショップを行います。
ワークショップファシリテーター  :
                     　下郡啓夫  ( 函館工業高等専門学校教授・日本STEM教育学会STEAM教育研究会SIG研究代表者 )

【補足事項】

・ 全5回の連続講座です。 ( 各回の内容は異なりますので、すべての回にご参加いただくことを推奨致します。
　　　　　　　　　　　　　    ご都合により難しい場合は、各回ごとのお申し込みも可能です。 ) 

・ 第2回については、染料を扱うため、汚れてもよい服装でご参加ください。

・ 第3回については、身の回りの植物の写真を事前に撮影し、ご持参いただきます。 

・ 参加される生徒の学校関係者、保護者の方はご見学いただけます。 （ ご希望の方は info@icac.or.jp へお問合せ下さい。 ）

【お申し込み】 

受付期間　2022 年 9月1日(木) ~ 9月30日(金)　※定員になり次第、締め切らせていただきます。
申込方法　一般社団法人 千總文化研究所  公式ウェブサイト内  「研究会・イベント」ページ

　　　　　 　又は、右記のQRコードよりお申し込みください。 

● 本プログラムは、文化庁令和4年度 「地域活動推進事業及び地域文化倶楽部 (仮称) 創設支援事業」 のもと実施されます。

○アクセス
地下鉄「烏丸御池」駅から徒歩約3分
阪急「烏丸」駅から徒歩約7分

　　　　　 　　　www.icac.or.jp/event/  

京友禅の着物をはじめ、創業以来さまざまな染織品を手がけてきた株式会社千總がもつ
美術品や 歴史資料、染織技術の調査研究、保存管理を行っています。
「京都」「技術」「美」の3つのテーマを柱とした学際的研究と教育活動を通じて、文化と社会
のつながりを浮き彫りにし、新たな文化の創造と継承を目指しています。

【一般社団法人千總文化研究所とは】

主催 : 一般社団法人千總文化研究所      協力 : 京都市教育委員会

開催日時：2019.７.27[土]  午後2時～3時30分
会場：千總本社ビル5階ホール　〒604-8166京都市中京区三条通烏丸西入御倉町80

【講師】太田彩（おおた あや）
宮内庁三の丸尚蔵館 学芸室主任研究官。鳥取県生まれ、奈良大学文学部文化財学科卒業。
奈良国立博物館非常勤職員を経て、現職。皇室伝来の美術品類の調査と保存に携わり、

《動植練絵》30幅修理事業にも関わる。主な論文・著書は『伊藤若冲 作品集』（東京美術）、
『小栗判官と照手姫』（東京美術）「伊藤若冲と『動植綵絵』」「若冲、描写の妙技」（『伊藤

若冲 動植綵絵 全三十幅』小学館）、「近世宮廷美の担い手と底力」（京都国立博物館『京都
御所ゆかりの至宝』展図録）、「《万国絵図屏風》がもたらした成果と課題」（サントリー美術館・

神戸市立博物館『南蛮屏風の光と影』展図録）など。

【株式会社千總】www.chiso.co.jp

呉服製造卸業。創業者の遠祖は宮大工であった歴史を持つ。1555年、
法衣装束商として、公家、有力寺院へ向けて商いを始める。明治時代

には日本画家に下絵を依頼し、友禅染めのデザインを一新。友禅染や

刺繍を駆使した室内装飾品を、国内外の博覧会に出品し、数々の賞を

受賞。昭和時代には戦時中に政府の認を得て技術保存の研究所を設立

するなど、伝統の技の継承と革新を続けてきた。現在では呉服だけで

なく、様々な業種やアーティストとの協業にも取り組む。

【一般社団法人千總文化研究所】www.icac.or.jp

千總が持つ様々な有形・無形の文化財を学際的に研究する機関として

2017年に発足。創業 460余年の千總が京都の地で培ってきた染織技
術と、絵画作品や歴史資料をはじめとする千總コレクションを「京都」
「技術」「美」という3つのテーマを軸に研究、活動。本プログラムでは
研究者の方々をお招きし、作品に秘められた歴史や物語を通じて、未

来へ向けた日本文化の創造を考証することを目指す。

お問い合わせ先　一般社団法人 千總文化研究所　[（株）千總内 ]  075-211-2531 （平日:午前10時～午後5時）　www.icac.or.jp

千總

○アクセス
地下鉄「烏丸御池」駅から徒歩約3分
阪急「烏丸」駅から徒歩約7分
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一般社団法人

千總文化研究所主催

特別鑑賞会・講演会

募集期間：2019年6月24日（月）～7月12日（金）　　定員　先着 60名

参加費：一般 2,000円／学生1,000円　

お
申
し
込
み

事前申し込み制 ①氏名②連絡先（メールアドレスまたは FAX番号）を明記の上、
下記のいずれかからお申込み下さい。

● お問い合わせフォーム   千總文化研究所ウェブサイト：www.icac.or.jp

● FAX ：075-211-2530

※本プログラムは高校生以上を対象とした内容です。
※お支払い方法はお申し込み後にご案内いたします。

絵画のような図様を、染めや織りの技法で表し、額や衝立てなどに仕立てたものを

美術染織と呼び、急速な近代化・西欧化を遂げた明治時代から大正時代にかけ

て、室内装飾品として製作されました。

千總は、大きな社会変動に伴い京都の染織界が打撃を受ける中、天鵞絨友禅の創案

や日本画家の起用など、従来の友禅染や刺繍の技術を発展させ、美術染織の礎を

築きました。

シリーズ第 5回となる本回は、宮内庁三の丸尚蔵館より太田彩氏を迎え、当時の宮

内省から御下命を受けて千總が手がけた作品を中心に、美術染織の隆盛と歴史的

意義について伺います。三の丸尚蔵館に収蔵されている美術染織品の原画となった

絵画作品もご鑑賞頂きます。

ビロード


